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プロテアソームは細胞内の不要なタンパク質を分解除去するタンパク質

複合体であり、細胞、個体の恒常性の維持に必須の役割を果たしている。老
化や様々な炎症病態において、プロテアソーム機能が低下することが知ら
れているが、プロテアソーム機能を適切に制御する薬剤は見つかっていな
い。 

我々は、全身性の炎症と免疫不全を来す患者に見出された、プロテアソー
ムを構成するサブユニットの遺伝子変異（遺伝子バリアント）をマウスに導
入した。そして、プロテアソーム機能異常による、免疫担当細胞異常、免疫
病態を呈するユニークなモデルマウスを樹立した。 

 
 

 
アンチエイジング、炎症病態を制御する食品、機能性成分を見出す。 

 
 
 

モデルマウス、あるいは、モデルマウス由来の in vitro 実験系を用いた共
同研究を展開し、老化、炎症病態を制御する食品、機能性成分の探索を目指
す。研究員の派遣が可能であれば理想的である。 
 
 
 
１．https://www.nature.com/articles/s41467-021-27085-y 
２．自己炎症と獲得免疫不全を呈するプロテアソーム機能異常症。 
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